福祉論の基礎をなす幸福範疇 : 幸福感と反省・総括の働き by Kondo, Yoshiki
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         近藤良樹             
1.快適さの感情 








































































Glueckseligkeit」とは、「生の全体的な現存在 ganzes Dasein に、不断に ununterbrochen 伴う、








福 Glueckseligkeit は、理性存在者の現存在の全体 Ganzen seiner Existenz において、あらゆ





























 ヘーゲルは、「幸福」を、「反省する思考によってもたらされた durch das reflektierende 






 先にカントは、幸福感を、全体をなす生の快適さについての「理性存在者の意識 das 
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